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(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

４  従業員数は、就業人員数を記載しております。 

  

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期 

第２四半期連結
累計期間

第97期
第２四半期連結

累計期間

第96期
第２四半期連結

会計期間

第97期 
第２四半期連結 

会計期間
第96期

会計期間

自  平成21年 自 平成22年 自 平成21年 自 平成22年 自  平成21年
４月１日 ４月１日 ７月１日 ７月１日 ４月１日

至  平成21年 至 平成22年 至 平成21年 至 平成22年 至  平成22年
９月30日 ９月30日 ９月30日 ９月30日 ３月31日

売上高 (百万円) 37,025 39,968 18,820 20,312 76,445

経常利益 (百万円) 1,538 2,216 810 1,194 3,560

四半期(当期)純利益 (百万円) 927 1,277 517 773 2,077

純資産額 (百万円) ─ ─ 35,416 36,666 36,212

総資産額 (百万円) ─ ─ 87,734 87,400 88,546

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 528.96 549.74 541.70

１株当たり四半期 
(当期)純利益金額

(円) 14.28 19.67 7.96 11.91 31.98

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 39.2 40.8 39.7

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,794 1,324 ─ ─ 5,063

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,003 △816 ─ ─ △3,108

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) △911 △1,113 ─ ─ △1,814

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高

(百万円) ─ ─ 10,616 10,262 10,877

従業員数 (名) ─ ─ 2,074 2,037 2,032
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当第２四半期連結会計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

  

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

  

                                                    平成22年９月30日現在 

 
(注) １  従業員数は当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。 

２  従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。 

３  臨時従業員には、パートタイマーおよび嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。 

  

  

                                                    平成22年９月30日現在 

 
(注) １  従業員数は当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。 

２  臨時従業員数は僅少のため記載しておりません。 

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

従業員数(名) 2,037（833）

(2) 提出会社の状況

従業員数(名) 673
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①総合物流事業 

最近における倉庫保管貨物入出庫高ならびに期末保管残高を示せば次のとおりであります。 
  

 
  

保管貨物残高を品目別に示せば次のとおりであります。 
  

 
  

港湾運送業の最近の貨物取扱高を示せば次のとおりであります。 

  

 
  

貨物自動車運送業および鉄道利用運送業の最近の貨物取扱高を示せば次のとおりであります。 

  

 
  

第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) セグメント別営業概況

期間

入庫高 出庫高 期末保管残高

トン数 
(トン)

金額
(百万円)

トン数
(トン)

金額
(百万円)

トン数 
(トン)

金額
(百万円)

(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

812,164 236,082 828,624 240,235 435,657 111,829

前年同四半期増減比(％) 13.6 △2.6 10.4 △1.5 3.2 9.9

品目
(平成22年９月30日現在)

トン数(トン)
前年同四半期増減比

(％)
金額(百万円)

前年同四半期増減比
(％)

農水産品 47,090 △10.2 8,168 11.8

金属 8,468 14.1 2,111 32.1

金属製品・機械 24,758 △4.0 7,772 △14.6

窯業品 1,293 35.7 165 65.0

化学工業品 211,337 11.6 58,099 10.5

紙・パルプ 4,879 17.0 2,869 18.0

繊維工業品 4,347 △25.6 2,233 △31.4

食料工業品 20,213 △20.5 4,066 △50.5

雑工業品 28,744 3.8 18,837 93.1

雑品 84,528 1.7 7,505 0.9

合計 435,657 3.2 111,829 9.9

期間 船内荷役(トン)
前年同四半期増減比

(％)

沿岸荷役
（内  輸出貨物） 

(トン)

前年同四半期増減比
(％)

(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

3,446,378 16.8
1,577,886 
(582,284)

28.4
(22.8)

期間
貨物自動車運送業 

(トン)
前年同四半期増減比

(％)
鉄道利用運送業

(トン)
前年同四半期増減比

(％)

(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

1,914,442 9.0 86,921 24.1
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②その他 

    保険代理店の契約実績を示せば次のとおりであります。 

  

 
  

    ゴルフ場の入場者数を示せば次のとおりであります。 

  

 
  

    自動車整備台数を示せば次のとおりであります。 

  

 
  

③販売実績 

    当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメント別に示せば次のとおりであります。 

 
  
(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

  

  

期間 契約件数(件)
前年同四半期増減比

(％)
契約保険金額(千円)

前年同四半期増減比
(％)

(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

822 △0.1 62,638 △4.4

期間 メンバー(人)
前年同四半期増減比

(％)
ビジター(人)

前年同四半期増減比
(％)

(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

2,682 △12.7 5,564 2.1

期間 車検台数(件) 前年同四半期増減比(％)

(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

389 24.3

セグメントの名称 売上高(百万円) 前年同四半期増減比(％)

倉庫業 7,628 4.6

港湾運送業 5,427 6.7

総合物流事業 陸上運送業 4,312 6.8

国際複合輸送業他 2,699 26.5

計 20,068 8.1

その他 244 △7.7

合計 20,312 7.9

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】
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文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および連結子会

社）が判断したものであります。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績は、総合物流事業において、倉庫業では、

倉庫保管残高および入出庫にかかる取扱量は前年同四半期に比べ増加し、貨物回転率も改善しまし

た。港湾運送業では、四日市港における海上コンテナの取扱いはほぼ前年同四半期並みの推移となり

ましたが、輸入貨物や自動車の取扱量が前年同期に比べ大幅に増加しました。陸上運送業では、主力

のトラック輸送の取扱量は増加し、環境に優しい物流として取り組んでいるバルクコンテナ輸送の取

扱量も順調に増加しました。国際複合輸送業他では、海上輸送の取扱量は輸出・輸入とも前年同四半

期に比べ大幅に増加しました。このような状況により、総合物流事業全体の売上は、前年同四半期比

8.1％増の200億６千８百万円となりました。 

その他につきましては、依然として厳しい環境下ではありましたが、業務の効率化や収支改善に努

めました。 

以上の結果、当第２四半期の連結売上高は、前年同四半期比7.9%増の203億１千２百万円となり、

連結経常利益は、前年同四半期比47.4％増の11億９千４百万円、連結四半期純利益は、前年同四半期

比49.4％増の７億７千３百万円となりました。 

  

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

①総合物流事業 

総合物流事業全体の売上高は、前年同四半期比8.1％増の200億６千８百万円の計上となりました。

＜倉庫業＞ 

当部門では、期中平均保管残高は前年同四半期比2.5％増の44万７千トンとなり、貨物入出庫に係

る貨物取扱量は、前年同四半期比12.0％増の164万トンとなり、貨物回転率は61.1％(前年同四半期

56.0％)と改善しました。 

以上の結果、当部門の売上高は、前年同四半期比4.6％増の76億２千８百万円となりました。 

  

＜港湾運送業＞ 

当部門では、四日市港における海上コンテナの取扱本数は前年同四半期比0.5％増の５万本（20フ

ィート換算）となり、輸入貨物や自動車の取扱いも堅調に推移したことから、全体的に取扱量が増加

しました。 

以上の結果、当部門の売上高は、前年同四半期比6.7％増の54億２千７百万円となりました。 

  

＜陸上運送業＞ 

当部門では、主力のトラック運送の取扱量は、前年同四半期比9.0％増の191万４千トンとなり、バ

ルクコンテナ輸送や鉄道利用運送の取扱いも堅調に推移したことから、陸上運送業全体の取扱量は、

前年同四半期比9.6％増の200万１千トンとなりました。 

以上の結果、当部門の売上高は、前年同四半期比6.8％増の43億１千２百万円となりました。 

  

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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＜国際複合輸送業他＞ 

当部門では、航空輸送における輸出貨物の取扱量は前年同四半期比8.3％減の202トンとなりました

が、航空輸送における輸入貨物の取扱量は前年同四半期比11.2％増の355トンとなり、海上輸送にお

ける輸出入貨物の取扱量は前年同四半期比22.2％増の33万４千トンとなりました。 

  以上の結果、当部門の売上高は、前年同四半期比26.5％増の26億９千９百円となりました。 

  

②その他 

自動車整備業における車検取扱台数および建設業における完成工事件数は前年同四半期と比べ増加

しましたが、ゴルフ場の入場者数は猛暑の影響等により、前年同四半期と比べ減少しました。 

  以上の結果、当部門の売上高は、前年同四半期比7.7％減の２億４千４百万円となりました。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、５億７千５百

万円の増加となり、前年同四半期の５億６千１百万円の増加と比べ、１千３百万円の収入増となりま

した。 

  

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第２四半期連結会計期間における資金の増加は14億３千１百万円であり、前年同四半期の13億８

千万円の増加に比べ、５千１百万円の収入増となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益

が前年同四半期に比べ増加した結果であります。 

  

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第２四半期連結会計期間における資金の減少は３億２千万円であり、前年同四半期の４億１千４

百万円の減少に比べ、９千４百万円の支出減となりました。これは主に、前年同四半期に比べて有形

および無形固定資産の取得による支出が減少した結果であります。 

  

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

当第２四半期連結会計期間における資金の減少は５億１千２百万円であり、前年同四半期の４億１

千５百万円の減少に比べ、９千６百万円の支出増となりました。これは主に、長期借入金の返済によ

る支出が前年同四半期に比べ増加した結果であります。 

  

(3) 事業上および財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要

な変更および新たに生じた課題はありません。 
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当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。 

  

  

第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

(2) 設備の新設、除却等の計画
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 該当事項はありません。 
  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 
  

第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在 

発行数(株) 
(平成22年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品 

取引業協会名
内容

普通株式 67,142,417 67,142,417

名古屋証券取引所
(市場第一部) 
東京証券取引所 
(市場第一部)

単元株式数は1,000株
であります。

計 67,142,417 67,142,417 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4) 【ライツプランの内容】

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式
総数残高 
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成22年９月30日 ― 67,142 ― 8,428 ― 6,544
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平成22年９月30日現在 

 
（注）１  当社は自己株式を2,323,214株保有しておりますが、上記大株主の状況には含めておりません。 

２  上記の所有株式数のうち、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社および日本マスタートラスト信託 

銀行株式会社(信託口)の所有株式数は、信託業務に係るものであります。 

  

(6) 【大株主の状況】

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

 日本トラスティ・サービス信託  
 銀行株式会社

 東京都中央区晴海一丁目８番11号 5,224 7.78

 明治安田生命保険相互会社 
 (常任代理人  資産管理サービ 
  ス信託銀行株式会社)

 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号
 (東京都中央区晴海一丁目８番12号 
 晴海アイランドトリトンスクエアオフィ 
 スタワーＺ棟)

4,000 5.96

 東京海上日動火災保険株式会社  東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 3,564 5.31

 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 2,993 4.46

 日本マスタートラスト信託銀行 
 株式会社(信託口)

 東京都港区浜松町二丁目11番３号 2,858 4.26

 日本トランスシティ社員持株会  三重県四日市市千歳町６番地の６ 2,788 4.15

 株式会社百五銀行  三重県津市岩田21番27号 2,683 4.00

 株式会社三重銀行  三重県四日市市西新地７番８号 2,668 3.97

蒼栄会  三重県四日市市千歳町６番地の６ 2,583 3.85

株式会社みずほコーポレート銀
行(常任代理人  資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号
(東京都中央区晴海一丁目８番12号 
晴海アイランドトリトンスクエアオフィ
スタワーＺ棟)

1,848 2.75

計 － 31,211 46.48
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平成22年９月30日現在 

 
(注)  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含ま 

れております。 
  

平成22年９月30日現在 

 
  

 
(注)  株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 2,323,000

― 単元株式数は1,000株であります。

(相互保有株式)
普通株式    24,000

― 同上

完全議決権株式(その他)
普通株式

64,316,000
64,316 同上

単元未満株式
普通株式

479,417
― ―

発行済株式総数 67,142,417 ― ―

総株主の議決権 ― 64,316 ―

② 【自己株式等】

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式総数
に対する所有 

株式数の割合(％)

(自己保有株式) 
日本トランスシティ株式 
会社

 
三重県四日市市千歳町 
６番地の６

2,323,000 ― 2,323,000 3.46

(相互保有株式) 
四日市梱包株式会社

 
三重県三重郡川越町亀崎 
新田下新田77番地の31

11,000 ― 11,000 0.02

多度開発株式会社
三重県桑名市多度町古野
字木ノ元33番地の２

11,000 ― 11,000 0.02

高橋梱包運輸株式会社
神奈川県座間市入谷
四丁目2784番地の37

2,000 ― 2,000 0.00

計 ― 2,347,000 ― 2,347,000 3.50

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 311 324 296 270 272 278

最低(円) 281 271 265 255 249 261
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前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであり

ます。 

３ 【役員の状況】

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 
（グループ事務統括部長）

取締役
（グループ事務推進室長）

小菅 能正 平成22年７月１日
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当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)および前第２四半期連

結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)および当第２四半期連結累

計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作

成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月

１日から平成21年９月30日まで)および前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四

半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)および当第２四半期連結累計期間(平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法

人により四半期レビューを受けております。 

なお、従来から当社が監査証明を受けております「あずさ監査法人」は、監査法人の種類変更により、

平成22年７月１日をもって「有限責任 あずさ監査法人」となりました。 

  

第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

２  監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,715 11,273

受取手形及び営業未収金 12,457 12,277

たな卸資産 87 96

その他 2,114 1,813

貸倒引当金 △22 △23

流動資産合計 25,352 25,436

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 15,755 16,211

土地 29,826 29,828

その他（純額） 3,666 3,847

有形固定資産合計 ※1  49,248 ※1  49,887

無形固定資産 582 588

投資その他の資産   

投資有価証券 8,999 9,665

その他 3,233 2,984

貸倒引当金 △15 △16

投資その他の資産合計 12,217 12,633

固定資産合計 62,047 63,109

資産合計 87,400 88,546

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 6,796 6,995

短期借入金 3,953 4,058

1年内返済予定の長期借入金 949 3,598

未払法人税等 751 844

賞与引当金 996 1,001

その他 1,930 2,080

流動負債合計 15,378 18,578

固定負債   

長期借入金 23,244 21,220

再評価に係る繰延税金負債 5,280 5,280

退職給付引当金 1,780 1,852

役員退職慰労引当金 36 42

長期預り保証金 3,874 3,934

負ののれん 43 55

その他 1,094 1,367

固定負債合計 35,354 33,754

負債合計 50,733 52,333
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,428 8,428

資本剰余金 6,733 6,734

利益剰余金 23,443 22,457

自己株式 △981 △943

株主資本合計 37,623 36,676

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 151 642

土地再評価差額金 △2,018 △2,018

為替換算調整勘定 △123 △110

評価・換算差額等合計 △1,990 △1,486

少数株主持分 1,033 1,022

純資産合計 36,666 36,212

負債純資産合計 87,400 88,546

- 15 -



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 37,025 39,968

売上原価 32,757 35,207

売上総利益 4,267 4,761

販売費及び一般管理費 ※１  2,783 ※１  2,696

営業利益 1,483 2,064

営業外収益   

受取利息 15 9

受取配当金 72 75

持分法による投資利益 156 264

その他 49 54

営業外収益合計 295 403

営業外費用   

支払利息 188 192

為替差損 － 52

その他 51 6

営業外費用合計 240 251

経常利益 1,538 2,216

特別利益   

固定資産処分益 7 12

負ののれん発生益 － 7

その他 － 0

特別利益合計 7 20

特別損失   

固定資産処分損 27 41

投資有価証券評価損 － 57

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 46

その他 － 4

特別損失合計 27 148

税金等調整前四半期純利益 1,517 2,087

法人税等 ※２  585 ※２  777

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,310

少数株主利益 4 32

四半期純利益 927 1,277
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 18,820 20,312

売上原価 16,617 17,879

売上総利益 2,203 2,433

販売費及び一般管理費 ※１  1,390 ※１  1,316

営業利益 813 1,116

営業外収益   

受取利息 7 5

受取配当金 9 10

持分法による投資利益 94 163

その他 23 28

営業外収益合計 135 206

営業外費用   

支払利息 92 96

為替差損 35 28

その他 10 3

営業外費用合計 138 128

経常利益 810 1,194

特別利益   

固定資産処分益 4 9

投資有価証券評価損戻入益 － 3

その他 － 0

特別利益合計 4 12

特別損失   

固定資産処分損 1 12

特別損失合計 1 12

税金等調整前四半期純利益 813 1,195

法人税等 ※２  292 ※２  408

少数株主損益調整前四半期純利益 － 787

少数株主利益 3 14

四半期純利益 517 773
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,517 2,087

減価償却費 1,519 1,412

退職給付引当金の増減額（△は減少） △96 △72

前払年金費用の増減額（△は増加） △178 △237

受取利息及び受取配当金 △88 △84

支払利息 188 192

売上債権の増減額（△は増加） △1,103 △190

仕入債務の増減額（△は減少） 470 △265

未払消費税等の増減額（△は減少） 151 △201

その他 △426 △436

小計 1,955 2,204

利息及び配当金の受取額 129 167

利息の支払額 △191 △193

法人税等の支払額 △99 △854

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,794 1,324

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △178 △72

定期預金の払戻による収入 37 11

有形及び無形固定資産の取得による支出 △814 △727

その他 △48 △29

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,003 △816

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △7 △104

長期借入れによる収入 1,500 2,500

長期借入金の返済による支出 △574 △3,123

社債の償還による支出 △1,500 －

自己株式の取得による支出 △2 △39

配当金の支払額 △292 △292

その他 △35 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー △911 △1,113

現金及び現金同等物に係る換算差額 35 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △85 △615

現金及び現金同等物の期首残高 10,701 10,877

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  10,616 ※１  10,262
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
  至  平成22年９月30日)

１  会計処理基準に関する事項の変更

(イ)「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号  平成20年３月10日
公表分）および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号  平成20
年３月10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

(ロ)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年３
月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年
３月31日)を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益および経常利益に与える影響は軽微であり、税金等
調整前四半期純利益は47百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の
変動額は69百万円であります。

(ハ)「企業結合に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号  平成20年12月26
日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）および「企業結合
会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号  平成20年12月26日)
を適用しております。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

１  前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総

額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。

なお、前第２四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は39百万円でありま

す。

２  「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日 
  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結会計期間

では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
  至  平成22年９月30日)

１  たな卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実

地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ簿価切下げを行う

方法を採用しております。

２  固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

を採用しております。

３  繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められる場合は、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
  至  平成22年９月30日)

１  税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額  47,595百万円 ※１  有形固定資産の減価償却累計額  46,269百万円

 

２  偶発債務

以下の会社等の銀行借入金について下記金額の
保証を行っております。

（内保証予約）
四日市港国際物流センター株式会社

337百万円(337百万円)

Trancy Logistics(Shanghai)Co.,Ltd.

12百万円(─百万円)

株式会社四日市ミート・センター

112百万円(─百万円)

四日市コンテナターミナル株式会社

373百万円(373百万円)

従業員の銀行借入金について下記金額の保証を
行っております。
従業員（住宅資金） 5百万円

 

 

２  偶発債務

以下の会社等の銀行借入金について下記金額の
保証を行っております。

（内保証予約）
四日市港国際物流センター株式会社

476百万円(450百万円)
株式会社四日市ミート・センター

125百万円(─百万円)
四日市コンテナターミナル株式会社

386百万円(386百万円)

従業員の銀行借入金について下記金額の保証を
行っております。
従業員（住宅資金） 6百万円

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりであります。

報酬及び給与手当 1,166百万円

賞与引当金繰入額 223百万円

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりであります。

報酬及び給与手当 1,146百万円

賞与引当金繰入額 209百万円

※２  当第２四半期連結累計期間における税金費用につ

いては、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計

処理を採用しているため、法人税等調整額は「法

人税等」に含めて表示しております。

※２  同左

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日 (自 平成22年７月１日
至  平成21年９月30日) 至 平成22年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりであります。

報酬及び給与手当 572百万円

賞与引当金繰入額 115百万円

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりであります。

報酬及び給与手当 540百万円

賞与引当金繰入額 102百万円

※２  当第２四半期連結会計期間における税金費用につ

いては、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計

処理を採用しているため、法人税等調整額は「法

人税等」に含めて表示しております。

※２  同左
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当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）および当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月

１日  至  平成22年９月30日） 

  

１  発行済株式に関する事項 

 
  

  

２  自己株式に関する事項 

 
  

  

３  新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

  

４  配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

 
  

  

５  株主資本の著しい変動に関する事項 

該当事項はありません。 

  

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金 11,016百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △399百万円

現金及び現金同等物 10,616百万円

※１  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

現金及び預金 10,715百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △453百万円

現金及び現金同等物 10,262百万円

(株主資本等関係)

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 67,142,417

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,323,880

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 292 4.50 平成22年３月31日 平成22年６月30日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年11月12日 
取締役会

普通株式 利益剰余金 259 4.00 平成22年９月30日 平成22年12月３日
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前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 
  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 
  

 
(注)  １  事業区分の方法 

事業区分の方法は役務別売上集計区分によっております。 

２  各事業区分の主要役務 

(1) 総合物流事業 

倉庫業、港湾運送業、陸上運送業、国際複合輸送業およびその他物流関連業務 

(2) その他の事業 

不動産業、建設業、損害保険代理店、自動車整備、ゴルフ場等 

  

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)および前第２四半期連結累

計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高に占める日本の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。 
  

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)および前第２四半期連結累

計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日） 

海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

総合物流事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
対する売上高

18,556 264 18,820 ― 18,820

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

6 230 236 (236) ―

計 18,562 495 19,057 (236) 18,820

営業利益 786 16 803 9 813

総合物流事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
対する売上高

36,485 539 37,025 ― 37,025

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

12 449 461 (461) ―

計 36,497 988 37,486 (461) 37,025

営業利益 1,423 40 1,464 19 1,483

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社および連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手

可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。 

当社グループは、「倉庫」「港湾運送」「陸上運送」「国際複合輸送他」からなる総合物流事業を主た

る事業として展開しております。 

したがって、当社グループは、「総合物流事業」を報告セグメントとしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産業・建設業・損害保険代理

店・自動車整備・ゴルフ場等を含んでおります。 

２  セグメント利益の調整額△８百万円は、セグメント間取引消去△８百万円であります。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産業・建設業・損害保険代理

店・自動車整備・ゴルフ場等を含んでおります。 

２  セグメント利益の調整額３百万円は、セグメント間取引消去３百万円であります。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平成21

年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

【セグメント情報】

報告セグメント その他
（百万円）
（注）１

合計
（百万円）

調整額 
（百万円）
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（百万円） 
（注）３

総合物流事業
（百万円）

売上高

外部顧客への売上高 39,448 519 39,968 ─ 39,968

セグメント間の内部売上高
又は振替高

12 539 552 △552 ─

計 39,461 1,059 40,520 △552 39,968

セグメント利益 2,003 69 2,073 △8 2,064

報告セグメント その他
（百万円）
（注）１

合計
（百万円）

調整額 
（百万円）
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円）
（注）３

総合物流事業
（百万円）

売上高

外部顧客への売上高 20,068 244 20,312 ─ 20,312

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6 253 259 △259 ─

計 20,074 497 20,572 △259 20,312

セグメント利益 1,089 24 1,113 3 1,116
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１  １株当たり純資産額 

  

 
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
  

２  １株当たり四半期純利益金額等 

第２四半期連結累計期間 

  

 
(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
  

第２四半期連結会計期間 

  

 
(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
  

  

(１株当たり情報)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

549円74銭 541円70銭

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 36,666 36,212

純資産の部の合計額から控除する金額 
（百万円）

1,033 1,022

（うち少数株主持分） 1,033 1,022

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結会
計年度末）の純資産額（百万円）

35,633 35,190

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
連結会計期間末（連結会計年度末）の普通株式
の数（千株）

64,818 64,963

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
（自  平成21年４月１日 （自 平成22年４月１日

至  平成21年９月30日） 至 平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 14円28銭 １株当たり四半期純利益金額 19円67銭

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 (自  平成22年４月１日
至 平成21年９月30日) 至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額

四半期純利益(百万円) 927 1,277

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 927 1,277

普通株式の期中平均株式数(千株) 64,969 64,937

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ７円96銭 １株当たり四半期純利益金額 11円91銭

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日 (自  平成22年７月１日
至 平成21年９月30日) 至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額

四半期純利益(百万円) 517 773

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 517 773

普通株式の期中平均株式数(千株) 64,967 64,917
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平成22年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

 
(注)平成22年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し支払を行います。 

２ 【その他】

(1)中間配当金の総額 259,276千円

(2)中間配当金の１株当たりの額 ４円

(3)支払請求の効力発生日および支払開始日 平成22年12月３日
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該当事項はありません。 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
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平成21年11月５日

日本トランスシティ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

本トランスシティ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結

会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本トランスシティ株式会社及び連結子会

社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    永    田    昭    夫    印

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    山    田         順    印

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    奥    谷    浩    之    印

(注) １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれおりません。





  

平成22年11月５日

日本トランスシティ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

本トランスシティ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結

会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本トランスシティ株式会社及び連結子会

社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員 
業務執行社員

公認会計士    山    田          順    印

指定有限責任社員 
業務執行社員

公認会計士    奥    谷    浩    之    印

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。





 
  

【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年11月12日

【会社名】 日本トランスシティ株式会社

【英訳名】 Japan Transcity Corporation

【代表者の役職氏名】 取締役社長  小  林  長  久

【最高財務責任者の役職氏名】 ─

【本店の所在の場所】 三重県四日市市千歳町６番地の６

【縦覧に供する場所】 日本トランスシティ株式会社  中部支社  名古屋支店

  (名古屋市中村区名駅南一丁目16番28号 

   ＮＯＦ名古屋柳橋ビル)

日本トランスシティ株式会社  関東支社  東京支店

  (東京都港区高輪三丁目23番17号 

   品川センタービルディング)

日本トランスシティ株式会社  関西支社  大阪支店

  (大阪市中央区南本町三丁目６番14号  イトウビル)

株式会社名古屋証券取引所

  (名古屋市中区栄三丁目８番20号)

株式会社東京証券取引所

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号)



当社代表取締役社長小林長久は、当社の第97期第２四半期(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月

30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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